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平清盛ゆかりの地・神戸

奈良時代 大輪田泊（おおわだのとまり）

平安時代 福原京（神戸市兵庫区北部）遷都の計画

平清盛により大輪田泊の改修

日宋貿易の拠点

福原京 平安時代末期の治承4年（1180年）、計画のみに終っ
た和田京（神戸市兵庫区南部）に続いて、平清盛の主導で造営
が進められたが、約半年で頓挫した。

江戸末期（1863年）

勝海舟・海軍操練所 坂本龍馬

明治維新（1868年）

「兵庫港（後に神戸港） 」として開港



平清盛

1162年 （平家一門） 播磨、淡路

1167年 従一位太政大臣（官職最高位）

1169年 神戸市兵庫区北部
「摂津平野之勝地」に邸宅?「雪見御所」

（大輪田泊で日宋貿易）

1180年6月2日 福原京（遷都を計画）

1180年11月26日 安徳天皇が京へ（福原京の終焉）



おおわだのとまり

大輪田泊
＝日宋貿易の母港

812年
改修工事（日本後紀）

1170年9月
異国（宋）船入港

1173年～1175年

大輪田泊改修工事
（福原京：平清盛）

福原京



平清盛ゆかりの地:神戸市兵庫区
ストーリーマップ

福原京？





災害地名：過去にその場所で災害が起こった、
経験した可能性が高いと考えられる意味を含む
地名のこと

例えば

• 梅は、土砂災害や洪水で運ばれた土砂が埋まっ
た土地

• 落合は、川の合流点を意味する

→斜面崩壊・土石流と洪水のリスクを考える

水害のまち：神戸を読み解く



神戸市における災害地名出現割合



斜面崩壊・土石流リスク
から見た神戸



使用するデータ

堰堤（ポイント）
国土交通省六甲砂防事務所
が管理しているCSVデータ
をジオコーディングしたも
の

河川（ライン）
ArcGIS Data Collection 
詳細地図2014近畿地方版の
「水域線」



使用するデータ

土砂災害ハザードマップ
• 兵庫県のオープンデータ

①渓流（ライン）

・土砂災害特別警戒区域

②急斜面

③土石流

・土砂災害警戒区域

④地すべり

⑤急斜面

⑥土石流

① ②

③

⑥⑤

④



分析フロー

全堰堤 河川 渓流
土砂災害

ハザードマップ

考察



重ね合わせ



土石流分析フロー

河川 旧河川

全堰堤
500m,1km
ポリゴン

500m,1km
ポリゴン

バッファー バッファー

500m,1kmに含まれる
堰堤



新旧河川に含まれる堰堤

500mに含まれる堰堤 1kmに含まれる堰堤



分析結果
• 主要河川に堰堤が数多く整備さ
れている

→主要河川から市街地部分に土石
流等のハザードは描かれていない

• 渓流のほとんどには堰堤が整備
されていない

→渓流の下流部分には土石流（黄
色のポリゴン）のリスクがハザー
ドマップ上に描かれている

• 六甲山の山裾に急傾斜（褐色の
ポリゴン）の場所が多く存在す
る

→ハザードマップ上に描かれてい
ない斜面崩壊のリスクがある



洪水リスク
から見た神戸



使用するデータ

地名（ポイント）
神戸市に存在する10731点
の地名データから空間検索
で30の災害地名を抽出

河川（ライン）
• ArcGIS Data Collection 
詳細地図2014近畿地方版
の「水域線」



使用するデータ

古地図
• 国土地理院の「地図・空
中写真閲覧サービス」か
ら1923年（大正12年）の
紙地図をジオリファレン
スしレイア化に

洪水ハザードマップ
• 兵庫県のオープンデータ

浸水想定



分析フロー

全地名
文献調査

水地名 古地図

神戸内陸部の水地名

河川 旧河川
バッファー バッファー

河川500m
バッファー

旧河川500m
バッファー

神戸洪水リスクと
災害地名の関係

洪水
ハザードマップ

河川沿いの水地名 旧河川沿いの水地名



神戸内陸部の水地名
の抽出

レイア化した古地図と現
在の地図を重ね合わせ、
重ならない地域と地名を
削除する

例えば

• 近年埋立地となった地
域には「港」の地名が
多く使われている。
よって「港」のつく地
名は除外する



分析結果



宇治川・鯉川の暗渠について



• 布引生田川暗渠付近

神戸の都市部では、都市計画事業で宅地造成が急速に
進み、下水道整備が追いつかなかった。そのため、生活
排水による環境悪化が起こり、川の暗渠化が進んだ。

開発過程でもたらされた被害

谷端郷：1938年阪神大水害における家屋被害分布と地形条件・都市化との関連性
― 神⼾市を事例に― 歴史地理学 54－3（260）5－19 2012. 6



谷端郷：1938年阪神大水害における家屋被害分布と地形条件・都市化との関連性
― 神⼾市を事例に― 歴史地理学 54－3（260）5－19 2012. 6



まとめ

土石流や洪水に悩まされてきた、水害のまち：神戸では

• 堰堤の整備、河川の付け替えを通して水害のリスクを
押さえ込んできた

• 堰堤のない渓流への堰堤の整備も今後のリスク軽減に
必要

• 暗渠となっている鯉川を暗渠の解消もしくは何らかの
対応が必要



ご静聴ありがとうございました


